
　「
森
吉
山
ダ
ム
の
利
活
用
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」が
、
２
月
８
日
、
四
季

美
館
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
が
ダ
ム
湖
周
辺
の
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
む

け
た
提
言
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
今
後
の
課
題
を
考
え
ま
し
た
。 

 

第
１
部
で
は
、
東
京
大
学
ア
ジ
ア
生
物
資
源
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
の
堀
繁
教
授

に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
第
２
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
森
吉
山
ダ
ム

を
利
活
用
し
た
観
光
事
業
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

　
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
森
吉
山
ダ
ム
の
利
活
用
を
考
え

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

誘
客
を
図
り
、
自
然
と
と
も
に 

　
豊
か
な
暮
ら
し
を
築
く 

ダ
ム
湖
周
辺
は 

　
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
環
境
づ
く
り
を 

 

 

距離競技では、コース脇の家族や友人から
の応援を受け気迫の走りを見せる選手たち 

 

　
第
２
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
が
２
月
１
日
、
市
営
薬
師
山
ス
キ
ー
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。
本
大
会
は
、
雪
国
の
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
ス
キ
ー
の
普
及
と
市

民
の
健
康
増
進
及
び
体
力
向
上
を
目
指
し
、
地
域
住
民
の
融
和
と
親
睦
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
市
内
各
地
区
の
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
お
よ

そ
３
０
０
名
が
参
加
し
、
大
回
転
と
距
離
ス
キ
ー
で
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流

し
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。 

　
選
手
の
応
援
に
家
族
ら
も
詰
め
か
け
、

た
く
さ
ん
の
市
民
で
賑
わ
っ
た
北
秋
田

市
市
民
ス
キ
ー
大
会（
薬
師
山
ス
キ
ー
場
） 

選手たちの頑張りを称えた表彰式 大回転競技は、難関コースの鬼門に果敢に
挑みベストタイムを狙う 

釣
り
を
楽
し
め
る
空
間
を
つ
く
る
べ
き
」
と

提
案
。 

　
佐
藤
さ
ん
は
、
田
沢
湖
で
の
カ
ヌ
ー
体
験

ツ
ア
ー
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
「
森
吉
山
周

辺
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
部
分
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
話
題
づ
く
り
と
情
報
発
信
が
必
要
。

ダ
ム
湖
に
カ
ヌ
ー
を
浮
か
べ
て
眺
め
る
景
観

も
す
ば
ら
し
い
は
ず
。
見
せ
る
ポ
イ
ン
ト
づ

く
り
を
」と
提
言
し
ま
し
た
。 

　
村
田
さ
ん
は
、
都
会
か
ら
の
観
光
客
を
対

象
に
自
然
と
触
れ
合
う
体
験
型
の
ガ
イ
ド
を

紹
介
し
な
が
ら
「
自
然
の
生
態
や
自
然
と
ふ

れ
あ
う
暮
ら
し
を
子
供
た
ち
に
伝
え
て
行
く

こ
と
が
大
事
。
子
供
を
巻
き
込
め
ば
大
人
も

巻
き
込
め
る
。
ま
ち
の
近
く
に
あ
る
ダ
ム
湖

周
辺
の
自
然
を
活
用
し
た
体
験
型
の
ス
ロ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
進
め
た
い
」
と
希
望
を
述
べ

ま
し
た
。 

　
湊
屋
さ
ん
は
、
子
供
の
情
操
教
育
を
か
ね

て
秋
田
杉
で
カ
ヌ
ー
を
つ
く
っ
た
取
り
組
み

や
他
の
河
川
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら

「
売
り
込
み
の
仕
掛
け
が
肝
心
。
見
る
、
体
験

す
る
、
食
べ
る
を
組
み
合
わ
せ
た
特
色
を
創

っ
て
全
国
と
の
差
別
化
を
図
る
べ
き
」
と
提

案
し
ま
し
た
。 

　
最
後
に
堀
教
授
は
、
パ
ネ
ラ
ー
の
提
言
を

総
括
し
、「
客
を
迎
え
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を

高
め
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
体

制
づ
く
り
が
必
要
。
ど
う
売
っ
て
い
く
か
、

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
か
が
課
題
。
地
域
の
人

た
ち
が
自
ら
魅
力
を
創
っ
て
い
く
た
め
に
工

夫
を
始
め
る
べ
き
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
森
吉
山
水
の
郷
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
湊
屋
啓
二
代
表
）
が
主
催
し
た
も

の
で
、
雪
が
降
り
し
き
る
悪
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず
約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

湊
屋
代
表
は
、
河
川
愛
護
活
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
水
の
郷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
紹
介

し
な
が
ら
、「
自
然
保
護
や
漁
協
な
ど
７
つ
の

団
体
で
、
森
吉
山
ダ
ム
の
民
間
に
よ
る
利
活
用

を
考
え
て
い
る
。
豊
富
な
資
源
を
生
か
し
な
が

ら
誘
客
を
図
り
、
自
然
に
接
し
た
豊
か
な
暮
ら

し
を
築
い
て
い
く
た
め
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
や

ヒ
ン
ト
を
掘
り
起
こ
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。 

　 

  

　
第
１
部
で
は
、「
ダ
ム
を
地
域
の
魅
力
と
す

る
た
め
の
発
想
」
と
題
し
、
東
京
大
学
ア
ジ
ア

生
物
資
源
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
の
堀
繁
教
授

に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
教
授
は
、
地
域
の
活
性
化
は
人
が
集
ま
っ
て

消
費
す
る
こ
と
と
し
て「
資
源
が
あ
る
だ
け
で

は
人
は
集
ま
ら
な
い
。
も
て
な
し
の
心
で
客
を

迎
え
る
空
間
づ
く
り
が
必
要
。
人
が
集
ま
り
や

す
く
く
つ
ろ
ぎ
や
す
い
空
間
を
丁
寧
に
緻
密

に
つ
く
る
こ
と
。
平
ら
な
整
地
で
は
な
く
つ
ま

先
さ
が
り
の
地
形
に
す
る
な
ど
集
ま
っ
た
人

た
ち
が
見
る
見
ら
れ
る
開
放
的
な
景
観
に
す

る
こ
と
。
く
つ
ろ
ぐ
場
所
の
そ
ば
に
開
放
的
な

レ
ス
ト
ラ
ン
や
店
を
設
け
る
こ
と
。
人
が
集

ま
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
る
。

ダ
ム
湖
周
辺
は
い
ろ
い
ろ
工
夫
の
余
地
が
あ
り
、

ま
ち
の
中
の
魅
力
づ
く
り
と
と
も
に
客
を
受

け
入
れ
る
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
べ
き
」と
強
調
し
ま
し
た
。 

    

　
第
２
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
堀
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
釣
り
東
北
社
の
佐
々

木
清
治
代
表
取
締
役
、
田
沢
湖
自
然
体
験
セ

ン
タ
ー
の
佐
藤
裕
之
代
表
取
締
役
、
冒
険
の
鍵

ク
ー
ン
の
村
田
君
子
代
表
、
そ
れ
に
湊
屋
代
表

が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
提
言
を
行
い
ま
し
た
。 

　
佐
々
木
さ
ん
は
、
各
地
の
釣
り
の
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
紹
介
し
、「
釣
り
人
は
大
物
を
狙
っ
て

ど
こ
へ
で
も
出
か
け
る
。
ダ
ム
湖
に
サ
ク
ラ
マ

ス
な
ど
が
生
息
、
繁
殖
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、 

 

地
域
の
人
た
ち
が
自
ら
魅
力
を

　
創
っ
て
い
く
た
め
の

　
　
工
夫
を
始
め
る
べ
き

　
大
会
に
は
小
学
校
１
年
生
か
ら
一
般
ま
で

が
参
加
し
、
大
回
転
や
距
離
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
、

小
学
校
対
抗
男
女
の
リ
レ
ー
等
が
行
な
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
距
離
ス
キ
ー
の
コ
ー
ス
沿
い
に
は

父
兄
ら
が
陣
取
り
盛
ん
に
選
手
た
ち
に
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

※
各
競
技
の
優
勝
者
は
次
の
と
お
り 

【
距
離
競
技
】 

《
小
学
生
の
部
男
子
》 

◆
１
年
安
部
優
雅
（
合
川
北
）
◆
２
年
相
馬
俊

輔
（
合
川
北
）
◆
３
年
村
上
雄
登
（
鷹
巣
中
央
）

◆
４
年
長
野
裕
貴
（
鷹
巣
中
央
）
◆
５
年
藤
嶋

哲
平（
合
川
北
）◆
６
年
戸
嶋
旭（
阿
仁
合
） 

《
小
学
生
の
部
女
子
》 

◆
１
年
三
上
美
里（
竜
森
）◆
２
年
土
田
楓
子（
合

川
北
）
◆
３
年
田
　
愛（
浦
田
）
◆
４
年
三
上
優

香
（
鷹
巣
）
◆
５
年
佐
藤
葵
（
阿
仁
合
）
◆
６
年

吉
田
絢（
合
川
北
） 

《
中
学
生
の
部
女
子
》
野
　
あ
か
り（
合
川
） 

《
一
般
の
部
男
子
》 

◆
成
年
藤
本
健
弘
（
浦
田
）
◆
壮
年
１
部
小
笠

原
隆
志
（
綴
子
大
畑
）
◆
壮
年
２
部
　
橋
冨
美

雄（
綴
子
下
町
）◆
壮
年
３
部
出
川
吉
弘（
糠
沢
） 

《
学
校
対
抗
リ
レ
ー
》 

◆
小
学
生
男
子
鷹
巣
小（
桜
庭
和
矢
／
武
藤
功

太
／
佐
藤
大
星
／
土
濃
塚
紳
）
◆
小
学
生
女
子

合
川
北
小（
杉
渕
真
帆
／
安
部
ほ
の
華
／
吉
田

絢
）
◆
一
般
鷹
巣
（
成
田
勇
大
／
相
馬
諒
／
北

林
丈
正
／
畠
山
孝
秀
／
岩
澤
駿
） 

【
大
回
転
競
技
】 

《
小
学
生
の
部
男
子
》 

◆
２
年
武
田
凱
（
阿
仁
合
）
◆
３
年
桜
田
湊
（
合

川
北
）
◆
４
年
長
谷
川
謙
太
（
鷹
巣
東
）
◆
５
年

佐
藤
祐
介（
鷹
巣
南
）◆
６
年
奈
良
田
和
真（
綴
子
） 

《
小
学
生
の
部
女
子
》 

◆
１
年
以
下
久
保
理
咲
子
（
鷹
巣
）
◆
２
年
成

田
む
つ
き
（
鷹
巣
西
）
◆
３
年
大
野
瑠
花
（
阿

仁
合
）
◆
４
年
松
橋
未
来
（
大
阿
仁
）
◆
５
年

佐
藤
瑶
希（
鷹
巣
南
）◆
６
年
三
澤
彩
乃（
綴
子
） 

《
一
般
の
部
男
子
》 

◆
成
年
長
谷
川
晋（
太
田
）◆
壮
年
１
部
藤
嶋

信
夫
（
堂
ケ
岱
）
◆
壮
年
２
部
吉
田
行
雄
（
小

中
岱
）
◆
壮
年
３
部
成
田
金
正
（
今
泉
）
◆
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
戸
嶋
末
吉（
坊
沢
） 

  

魅
力
を
創
る
た
め
に
自
ら
工
夫
を

健
康
増
進
と
体
力
向
上
を
目
指
し

魅
力
を
創
る
た
め
に
自
ら
工
夫
を

森
吉
山
ダ
ム
の
利
活
用
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

健
康
増
進
と
体
力
向
上
を
目
指
し

第
２
回
北
秋
田
市
市
民
ス
キ
ー
大
会
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